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平成２７年度９月（第１０回）光市教育委員会会議の要旨 

１ 開催日時 

平成２７年９月２９日（火） １４時～１５時２０分 

２ 場 所 

教育委員会事務局２階会議室

３ 出席委員 

 永岡委員長、河村委員、寺崎委員、中西委員、能美教育長

４ 事務局 

武居教育部長、石丸学校教育課長、弘実学校教育課主幹、森田文化・社会教育課長兼人

権教育課長、村崎体育課長、末岡図書館長、呉橋学校給食センター所長、蔵下教育総務

課長、縄田地域づくり推進課長、影土井経理係長 

５ 教育長報告 

（１）地域ぐるみの防災キャンプについて 

（２）通学合宿について 

（３）伊藤公企画展について 

６ 議 事 

（１）報 告 

ア 報告第１号 光市立図書館協議会委員の任命について 

（ア）概 要 

光市立図書館協議会委員の任命について、事務局より報告 

（イ）内 容 

    光市立図書館条例第５条の規定に基づき、委員の交代が生じたことから、改めて

委員を任命するもの。 

（ウ）主な意見や質疑 

 ① 意 見 

本協議会は、年に何回開催されるか。 

② 回 答 

     年２回開催している。 

イ 報告第２号 光市子どもの読書活動推進庁内委員会委員の任命について 

（ア）概 要 

光市子どもの読書活動推進庁内委員会委員の任命について、事務局より報告 

（イ）内 容 

光市子ども読書活動推進庁内委員会設置要綱第３条の規定に基づき、人事異動に

伴い委員に交代が生じたことから、改めて委員を任命するもの。 
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ウ 報告第３号 平成２７年第３回光市議会定例会一般質問要旨について 

（ア）概 要 

平成２７年第３回光市議会定例会一般質問要旨について、教育長より報告 

（イ）内 容 

    概要のとおり 

（ウ）主な意見や質疑 

 ① 意 見 

学校給食センターのパンは、当日製造されたものが配られるのか。 

② 回 答 

     そのとおりである。 

① 意 見

製造機器のメンテナンス等はどのようにしているか。また、パンが製造できな

くなった場合は、どのような対応になるのか。 

 ② 回 答 

     製造機器のメンテナンスは、車検と同様、年１回、夏休みの期間中に検査・整

備を行っている。パンが製造できなくなった場合は、米飯に切り替えて提供する

ことが可能である。 

① 意 見 

武道教育について、際立った怪我や事故は起きていないか。 

② 回 答 

     現在まで事故等は発生していない。 

① 意 見 

中学校の部活動における外部指導者の活用について、現在の状況はどうか。 

② 回 答 

     少子化に伴い生徒数が減少する中、部活動数も減少し、指導にあたる教員と部

活動数のバランスが取れているため、最近、外部指導者の活用はほとんどない。 

エ 報告第４号 平成２７年度全国学力・学習状況調査結果について 

（ア）概 要 

平成２７年度全国学力・学習状況調査結果について、事務局より報告 

（イ）内 容 

    概要のとおり 

（ウ）主な意見や質疑 

① 意 見 

不登校児童と長期欠席の違いは何か。 

② 回 答 

     病気等の理由による場合は長期欠席となり、それ以外は不登校と区別している。 
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① 意 見 

得点平均が５０％以下の問題の難易度というものは、如何なものか。 

② 回 答 

活用力を見るＢ問題の難易度は比較的高いと思われる。全国学力・学習状況調

査の問題は我が国が求める学力のスタンダードと言われており、授業を変える工

夫が必要になってきている。 

① 意 見 

世界的に日本の学力レベルはどうなのか。 

② 回 答 

     シンガポールやフィンランドなど、ＰＩＳＡ（ＯＥＣＤ生徒の学習到達度調査）

と呼ばれる学習到達度調査の上位国では、課題解決型やテーマ学習に力を入れて

いる。近年の日本の状況は、そこが課題で、課題解決型の授業への転換に取り組

んでいるところである。 

① 意 見 

問題の難易度等について、学校教育課内で議論等はあるのか。 

② 回 答 

結果の分析も含め、丁寧に議論している。その中で、例えば、今年新たに加わ

った理科についての率直な気づきなどもある。 

① 意 見 

中学生が市内の高等学校へ進学したいと思うことができる施策等が実施されて

いるか。 

② 回 答 

     中高連携協議会を組織し、年に２、３回程度、中高連携教育について、中学校

と近隣高等学校が議論している。また、本年度から室積小中学校と光高等学校が

小中高連携による英語教育について研究実践を進めている。 

① 意 見 

多くの中学生が地元の高等学校に興味関心を持ってくれるようなシステムづく

りが必要と思う。 

オ 報告第５号 区域外就学の承認について 

（ア）概 要 

区域外就学の承認について、事務局より報告。 

（イ）内 容 

    区域外就学の協議及び申請のあった２名について、承認した。 


